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駄盤と思ったら凄え音の特集VOL.1です｡
今月は厳選?の駄盤特集です｡ ｵﾘｼﾞﾅﾙでも1万以上は無し､ｲﾔ殆ど5千以下､ｲﾔ2､3千以下でｹﾞｯﾄ出来る盤達が殆どです｡
駄盤と申すも定義は無いです､(1)見向きもされず安い事 (2)ﾏｲﾅｰなﾐｭｰｼﾞｯｼｬﾝで語られる事の無い盤
(3)著名なﾐｭｰｼﾞｯｼｬﾝでも注目されない内容が評価されない､ひっそり盤 (4)ｼﾞｬｹｯﾄﾃﾞｻﾞｲﾝが何じゃ､とそそられない盤
(5)日本ではあまり好まれないｵﾙｶﾞﾝ､ｺﾝｶﾞ入り､ｿｳﾙｼﾞｬｽﾞ (6)ﾚｰｳﾞｪﾙがﾏｲﾅｰ (7)録音の悪い盤 等々でしょうか?
(7)を除いて､こんな盤で音､内容良しを見つけると嬉しい､今月はそんな注目されない､買われない､聴かれない盤達の特集です｡
私はこの手の盤､好んで蒐集?しており､是非聴いて貰いたいと､VOL.1､そのうち又ﾔﾙ気であります｡

１､ＣＯＵＮＴ　ＥＭ　８８　／　ＡＨＭＡＤ　ＪＡＭＡＬ　ＴＲＩＯ　＜Ａ＞

ARGO 610 AHMAD JAMAL(p) ISRAEL CROSBY(b) WALTER PERKINS(ds)
1956
数あるｱｰｺﾞのｱｰﾏｯﾄﾞ･ｼﾞｬﾏﾙの盤の最初の盤ですが､次のﾊﾞｯﾄ･ﾉｯﾄ･ﾌｫｰ･ﾐｰが名盤の誉高いけれど
ｺﾁﾗの方が音凄え～ﾅ､と思いました､内容も遜色ﾅｼ､ただｼﾞｬｹｯﾄの白いﾋﾟｱﾉが如何にも安物って感じ
で､ｶｸﾃﾙ･ﾋﾟｱﾆｽﾄ感を出す､まあこの当時のｼﾞｬﾏﾙはｶｸﾃﾙ･ﾋﾟｱﾆｽﾄなんだけど､それで評価されない
のでしょうか? ｲﾔｲﾔ日本盤で出てないから､その後ｱｰｺﾞで膨大な録音あるから､語られないのでしょう? 
この辺りを聴くと､単音使い､特に高音が特徴的､良く言われる間の取り方の長さは､どうもこの後の様
です､運指のﾊﾟﾜｰが凄いﾅ､その後どんどんﾋﾟｱﾉが上手くなってｲﾝﾊﾟﾙｽ時代なんかは､逆に面白く無い､
そりゃ何十年もやってりゃ上手くなるわﾅｱ､それが良いかは難しい処であります｡
ﾍﾞｰｽはｲｽﾗｴﾙ･ｸﾛｽﾋﾞｰ､ﾄﾞﾗﾑ､ｳｫﾙｰﾀｰ･ﾊﾟｰｷﾝｽで後に名を成した若い3人の名盤と言いたいです｡
これを聴いてるとｴｳﾞｧﾝｽ･ﾄﾘｵなんかのわざとらしい三位一体ではないあらほましいﾄﾘｵに思えて
仕方ないです｡
ﾚｺｰﾄﾞ屋さんで見向きされないで安い値で売れ残ってる盤ですが､私はｼﾞｬﾏﾙのﾍﾞｽﾄ3には入れたい｡
ｽｰﾊﾟｰ･ｳﾞｨｼﾞｮﾝはﾌｨﾙ･ﾁｪｽさん､ｴﾝｼﾞﾆｱはﾊﾞｰﾆｰ･ｸﾗｯﾊﾟｰ､ﾃﾞｻﾞｲﾝ､ﾌｫﾄはﾄﾞﾝ･ﾌﾞﾛﾝｽﾃｨﾝです｡

２、ＪＡＺＺ　ＯＬＹＭＰＵＳ　ＳＥＲＩＥＳ　／　ＫＥＮＮＹ　ＣＬＡＲＫＥ　＜Ａ＞

PHILIPS B 76 413 R A)1,3 B)1,2,4 ROGER GUERIN(tp) BILL BYERS(tb) ARMANND MIGIANI(bs)
                       MARTIAL SOLAL(p)JEAN WARLAND(b) KENNY CLARKE(ds)
A)2,4 B)2 BILLY BYERS(tb) ROBERT GUISNATH(as) ARMAND MIGIANI(brs)
                 MARTIAL SOLAL(p) JEAN WARLAND(b) KENNY CLARKE(ds)                 MARTIAL SOLAL(p) JEAN WARLAND(b) KENNY CLARKE(ds)
1956
ｹﾆｰ･ｸﾗｰｸが渡欧した最初の盤､右掲の12ｲﾝﾁのﾄﾞｲﾂ盤10ｲﾝﾁですが､どちらが先かはわからん､です｡
12ｲﾝﾁのﾌﾗﾝｽ盤に比べて､断然音良し､の盤､ｼﾞｬｽﾞ･ｵﾘﾝﾊﾟｽ･ｼﾘｰｽﾞです｡
ﾌﾗﾝｽ盤はお国柄ｴｽﾌﾟﾘの効いた柔らかい音､一方､ﾄﾞｲﾂ盤は押し出しの強い硬い鋭い音です｡
12ｲﾝﾁは12曲収録､その内､ﾙﾈ･ﾕﾙﾄﾙｼﾞｪ､ﾋﾟｴｰﾙ･ﾐｼｭﾛ入りのｾｯｼｮﾝを除いてる､8曲と思われる｡
ｴﾘﾝﾄﾝやﾓﾝｸ､ﾀﾞﾒﾛﾝ､ﾏｲﾙｽ､ﾏﾘｶﾞﾝの曲をｱﾝﾄﾞﾚ･ｵﾃﾞｰﾙのｱﾚﾝｼﾞで聴かせる盤です｡
参加のﾐｭｰｼﾞｯｼｬﾝ､どうもﾊｯｷﾘしない､日本盤再発の星野秋男さんによると訂正されている､が1曲抜け
ていて大丈夫かなあ､とも思う､まあそれで､この盤のｸﾚｼﾞｯﾄのままにしておきます｡
星野さん､ﾖｰﾛｯﾊﾟ盤の本を出してる方､四谷三丁目の茶会記の瀧口さんの会で
ご一緒させて頂いてる､毎月､第4土曜日､この会と重なっちゃってここ1年行って
ない､瀧口さんは昔､六本木にあったｳｪｰﾌﾞの店長だった人､この会には7ｲﾝﾁの
足立さん､昔ｲﾝﾄﾛの板橋さん､盟友の田中さん､諏訪さんが主なﾚｷﾞｭﾗｰのﾒﾝﾊﾞｰ､
昨年の忘年会(高田馬場ｱﾙﾊﾞｰﾄ､志保沢さんの店)以来､半年お会い出来てない｡

３、ＭＯＶＩＮ’　ＩＮ　／　ＳＰＥＣＳ　ＰＯＷＥＬＬ　＆　ＣＯ．　＜Ａ＞

ROULETTE BIRDLAND SERIES SPECS POWELL(ds) LEON MERIAN(tp) SAHIB SHIHAB(as,brs) NAT PIERCE(p)
R-52004 JIMMIE DAHL(tb) AARON SACHS(ts,cl) HANK JONES(p) JIMMY CLEVELAND(tb)
 PRITCHARD CHEESEMAN(brs) RAY COPELAND(tp) GEORGE DORSEY(as,fl) 

CLYDE LOMBARDI(b)
1957
ｽﾍﾟｯｸｽ･ﾊﾟｳｴﾙさん､殆ど名は知られてない､1922年N.Y.生まれ､2007年没､ﾋﾞﾊﾞｯﾌﾟやﾊｰﾄﾞﾊﾞｯﾌﾟの
初期の人､1943年CBSで最初に雇われた最初の黒人ﾐｭｰｼﾞｯｼｬﾝとある､その前の黒人ﾐｭｰｼﾞｯｼｬﾝは
どういう位置付け? と言いたくなる､2007年没｡
ﾘｰﾀﾞｰ･ｱﾙﾊﾞﾑはこの盤と61年のｽﾄﾗﾝﾄﾞのﾋﾞｯｸ･ﾊﾞﾝﾄﾞの2枚のみ､ｻｲﾄﾞでは1944年､ｼﾞｪｽ･ｽﾃｰｼｰ､
45年ﾚｯﾄﾞ･ﾉｰﾎﾞのｺﾓﾄﾞｱ2枚､ﾃﾃﾞｨ･ｳｨﾙｿﾝ=ｽﾄﾘｰｳﾞｨﾙ､ｺﾛﾝﾋﾞｱ=ｴﾛｰﾙ･ｶﾞｰﾅｰ､1957年ｳﾞｧｰﾌﾞの
ﾃﾃﾞｨ･ｳｨﾙｿﾝ･ﾄﾘｵ&ﾏﾘｶﾞﾝ･ｸｲﾝﾃｯﾄ､1968年ｱﾄﾗﾝﾃｯｸのｼｬｰﾘｰ･ｽｺｯﾄ､1969年ﾌﾟﾚｽﾃｰｼﾞでｷﾞﾀｰ･
ｿｳﾙ!､1971年ﾌﾞﾙｰﾉｰﾄでﾘｭｰﾍﾞﾝ･ｳｨﾙｿﾝ､1972年ﾊﾞｰﾅｰﾄﾞ･ﾊﾟｰﾃﾞｨ=ﾌﾗｲﾝｸﾞ･ﾀﾞｯﾁﾏﾝ､ｼﾞｮｰ･ﾄｰﾏｽ=
ｸﾞﾙｰﾌﾞ･ﾏｰﾁｬﾝﾄ､以上が全て､全く日の当たらない人であります｡
ｼﾞｬｹｯﾄもﾂｱｰのﾄﾞﾗﾑを積んだﾄﾗｯｸなんでしょうが冴えない､駄盤と思ってしまいますよねえ｡ 
特筆すべきはｱﾚﾝｼﾞがﾚｲ･ｺｰﾌﾟﾗﾝﾄﾞ､演奏にも参加､ｽｰﾊﾟｰ･ｳﾞｨｼﾞｮﾝはｽﾍﾟｯｸｽ本人､ｴﾝｼﾞﾆｱ､
ﾗﾘｰ･ﾋﾗｰ､ﾌｫﾄ､ｴﾒﾘｯﾁ･ｶﾞﾗ｡ 音はﾊｰﾚﾑの匂いがﾌﾟﾝﾌﾟﾝする｡



４、ＧＯＮＥ　ＷＩＴＨ　ＴＨＥ　ＷＩＮＤ　／　ＴＨＥ　ＤＡＶＥ　ＢＲＵＢＥＣＫ　ＱＵＡＲＴＥＴ　＜Ａ＞

COLUMBIA CL 1347 PAUL DESMOND(as) JOE MORELLO(ds) GENE WRIGHT(b) DAVE BRUBECK(p)
1959
最高のｼﾞｮｰ･ﾓﾚﾛのﾄﾞﾗﾑを聴く盤､と申し上げたい｡
ﾃﾞｲｳﾞ･ﾌﾞﾙｰﾍﾞｯｸさん知らない人はいないと思いますが､なかなかﾀｰﾝ･ﾃｰﾌﾞﾙには乗りにくい､沢～山
在り過ぎて購入もしずらい､ﾃﾞｽﾓﾝﾄ好きが辛うじて購入って感じでしょうか｡ それにしてもｱﾒﾘｶ人は
ﾌﾞﾙｰﾍﾞｯｸ好きなんだなあ､ﾌｧﾝﾀｼﾞｰ､ｺﾛﾝﾋﾞｱ､ｱﾄﾗﾝﾃｯｸと一体何枚あるのだろう?
更に､ﾌﾞﾙｰﾍﾞｯｸは1920年生まれで91歳で2012年に亡くなっているのだが､2010年代まで録音は続く､
数えてみようかとも思ったが､大変そうなのでﾔﾒた､侑に100枚は超えます｡
彼の数ある人気盤､名盤から少し外れたこの盤､音にﾋﾞｯｸﾘ盤であります｡ 特にｼﾞｮｰ･ﾓﾚﾛのﾄﾞﾗﾑに
瞠目です､こうなるとﾃﾞｽﾓﾝﾄ､引っ込め､(無茶言うな!)いらんって思ってしまいます｡ ｼﾞｮｰ･ﾓﾚﾛの
前任者ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞｯｼﾞの方が好み､と仰る方もいらっしゃいますが､多分聴き処が違うんでしょうﾈ｡
さて､主役の? ｼﾞｮｰ･ﾓﾚﾛさんは1928年ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ生まれ､2011年ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰで没､82歳｡
ﾌﾞﾙｰﾍﾞｯｸとは1957年～1993年までに亘ってる､ﾚｺｰﾄﾞ上では76年～88年にﾌﾞﾗﾝｸ有り｡
彼がﾘｰﾀﾞｰの盤は5～6枚と少ない､ｻｲﾄﾞは30枚程か､複数回付き合ってるのは､ｹﾞｰﾘｰ･ﾊﾞｰﾄﾝ､
ﾏﾘｱﾝ･ﾏｸﾊﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ(ﾌﾞﾙｰﾍﾞｯｸ以外では彼女の盤が多い)､ｷﾞﾙ･ﾒﾚ､ｻﾙ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞｰﾙです｡

５、ＭＥＡＮＳ　ＯＦ　ＩＤＥＮＴＩＦＩＣＡＴＩＯＮ　／　ＶＡＬＥＲＹ　ＰＯＮＯＭＡＲＥＶ　＜Ｂ＞

RESERVOIR RSR 101 STEREO VALERY PONOMAREV(tp) RALPH MOORE(ts) HIDEKI TAKAO(p)
DENNIS IRWIN(b) KENNY WASHINGTON(ds) 1985
如何にも駄盤ﾂﾞﾗした盤､ところがｺﾚが内容､録音共に良いのですﾖ｡
ﾚｺｰﾄﾞとして新譜を出していた最後期の正統派録音のﾚｻﾞﾎﾞﾜ盤であります｡ 録音は85年､発売は87年｡
でもｴﾝｼﾞﾆｱはｳﾞｧﾝ･ｹﾞﾙﾀﾞｰです｡ ｳﾞｧﾚﾘｰ･ﾎﾟﾉﾏﾚﾌさんはﾌﾞﾚｰｷｰのﾒｯｾﾝｼﾞｬｰｽﾞに1976年～80年
在籍してた人､彼の前がﾋﾞﾙ･ﾊｰﾄﾞﾏﾝ､ｳｯﾃﾞｨ･ｼｮｳ､彼の後がｳｨﾝﾄﾝ･ﾏﾙｻﾘｽなんで恵まれない処に
入っちゃったって感じでしょうか｡ 名の通りﾛｼｱの方で1943年ﾓｽｸﾜ生まれ､現在76歳､数年前N.Y.の
ｽﾓｰﾙｽﾞで遭遇しました｡ かなり
ｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄなひょうきんな親爺
でした｡ ﾋﾟｱﾉも渡辺ﾏﾘｺさんって
日本人､このﾚｺｰﾄﾞでもﾋﾟｱﾉﾋﾃﾞｷ･
ﾀｹｵとあり(知らんﾅｱ)､日本人の
ﾋﾟｱﾉが好きなのでしょうか?

６、ＶＥＬＶＥＴ　ＳＯＵＬ　／　ＧＥＮＥ　ＡＭＭＯＮＳ　＜Ｂ＞
A) 1.2 GENE AMMONS(ts) FRANK WESS(ts) JOHNNY "HAMMOND" SMIITH(org)

PRESTIGE 7320 DOUG WATKINS(b) ARTHUR TAYLOR(ds)
A) 3 B) 1.3 GENE AMMONS(ts) MAL WALDRON(p) WENDEL MARSHALL(b)
ED THIGPEN(ds)
B)2 GENE AMMONS(ts) OLIVER NELSON(as) CLARK TERRY(tp) 
HOBART DOTSON(tp) RED HOLLOWAY(ts) GEORGE BARROW(ts) 
BOB ASHTON(bs) RICHARD WYANDS(p) WENDEL MARSHALL(b) BILL ENGLISH(ds)
1960&61&62
ﾌﾟﾚｽﾃｰｼﾞの後半には黒人女性をあしらったｼﾞｬｹｯﾄが続出する､ここにご登場のﾓﾃﾞﾙさんなんかマシ
な方で､我々の感覚からすると､何で～って感じる､ｼﾞｬｽﾞ･ﾐｭｰｼﾞｯｼｬﾝは黒人の方が多いし､米国は
日本と違って当然黒人系多いからどうも感覚が違うんでしょうﾈ｡ と言う訳で当時の黒人ﾓﾃﾞﾙｼﾞｬｹｯﾄに
接すると駄盤に見えてしまう､処がどうしてって思います｡ 7320番は黄色のﾚｰｳﾞｪﾙから青に変わる境目
ですがｺﾉ盤は青ﾄﾗｲﾃﾞﾝﾄしかない､と思います､因みに7321番以降数枚黄色のﾚｰｳﾞｪﾙの盤が有ります｡
ここで､ｵﾙｶﾞﾝのA面か､ﾋﾟｱﾉのB面か､迷いました｡ 私､ｵﾙｶﾞﾝもいいなと感じはじめたのはここ5,6年
なので､ここでは無難なﾏﾙとﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾜｲｱﾝｽﾞのB面にしておこう､と自重しておきました｡

７、”ＧＩＴＡＮＥ”　／　ＣＨＡＲＬＩＥ　ＨＡＤＥＮ　＆　ＣＨＲＩＳＴＩＡＮ　ＥＳＣＯＵＤＥ　＜Ａ＞

ALL LIFE AL001 STEREO CHARLIE HADEN(b) CHRISTIAN ESCOUDE(g) 1979
こりゃあ凄いﾍﾞｰｽの音録りです｡
ﾁｬｰﾘｰ･ﾍｲﾃﾞﾝさん､普段､超低音のﾕﾙﾌﾝ?ﾍﾞｰｽなのですが､こんな録音もあるのですねえ｡
昔､友人の処で聴いて､びっくらこいて､探しに走った盤､ｼﾞｬｹｯﾄの顔は知ってたので､すぐにｹﾞｯﾄ｡
ｵｰﾙ･ﾗｲﾌ､79年のﾌﾗﾝｽ盤､最近はあんまり見ないです｡
それまで､ﾍﾞｰｽ好きなのにﾍﾞｰｽとｷﾞﾀｰの盤､見向きもしなかった､それにﾁｬｰﾘｰ･ﾍｲﾃﾞﾝなんか殆ど
興味の対象外だったんだけど､ｺﾚに触発されて､ｷﾞﾀｰとﾍﾞｰｽのﾃﾞｭｵ､気にする様になったんですが､
5､60年代には見当たらない､70年代のﾁｮｯﾄした流行りだったんでしょうか｡
ﾁｬｰﾘｰ･ﾍｲﾃﾞﾝさんｵｰﾈｯﾄ､ﾄﾞﾝ･ﾁｪﾘｰ､ｷｰｽ､ﾘｳﾞｪﾚｰｼｮﾝ･ｵｰｹｽﾄﾗ､ｼﾞｭﾘ･ｱﾚﾝ､ｺﾞﾝｻﾛ･ﾙﾊﾞﾙｶﾊﾞ､
ｴﾝﾘｺ･ﾋﾟｴﾗﾇﾝﾃｨ､ﾊﾟｯﾄ･ﾒｾﾆｰとか私､苦手の処を歩いてて､苦手のﾍﾞｰｽだったんですが､見直しを
迫られました｡ 上記の中で一昨年亡くなったｼﾞｭﾘ･ｱﾚﾝだけ最近見直してます､旦那はｳｫｰﾚｽ･ﾙｰﾆｰ｡
ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｴｸｽﾀｰﾃﾞさんはまだ存命､まだ72歳､私､この方､他に1枚も持ってないのですが､調べると
結構たくさん出してるんですね｡ 初期の数枚がLP､知ってるのがある､殆どはCD､見た事もないです｡
写真を見るとﾄﾞﾌﾞﾛｷﾞﾀｰみたいなﾔﾂ､それで鉄弦の音､ｼﾞﾌﾟｼｰ感あるｼﾞｬﾝｺﾞ派でしょうか｡



８、ＭＩＳＳ　ＧＬＯＲＩＡ　ＬＹＮＮＥ　＜Ａ＞

EVEREST LPBR-5022 GLORIA LYNNE(vo) WILD BILL DAVIS(org) SAM TAYLOR(ts)
HARRY EDISON(tp) EDDIE COSTA(vib,p) JO JONES(ds) 
MILT HINTON(b) or GEORGE DUVIVIER(b) orTOM BRYANT(b)
1958
ｸﾞﾛﾘｱ･ﾘﾝさん､中々手が出ないですよねえ､ｸﾞﾛﾘｱは1929年ﾊｰﾚﾑ生まれ､2013年ﾆｭｰ･ｼﾞｬｰｼﾞｰの
ﾆｭｰｱｰｸで没､83歳､両親はｺﾞｽﾍﾟﾙ･ｼﾝｶﾞｰ､15歳でｱﾎﾟﾛ･ｼｱﾀｰに出演､ｱﾙﾊﾞﾑは結構あります､
ｴｳﾞｪﾚｽﾄとﾌｫﾝﾀﾅで5､60年代だけでも12ｲﾝﾁが25枚程です｡
ここでﾋﾞｯｸﾘはｴｳﾞｪﾚｽﾄの音､この会社の録音は58年～63年､ｼﾞｬｽﾞは5002番～5226番､有名な盤は
ｳｯﾃﾞｨ･ﾊｰﾏﾝ､ｼﾞｮｰ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ､ｼﾞｮﾝ･ﾗﾎﾟｰﾀ､そんな中でｸﾞﾛﾘｱ･ﾘﾝは10枚超で群を抜いてる｡
他のﾏｲﾅｰ･ﾚｰｳﾞｪﾙの買取りでは､ｴｿﾃﾘｯｸ､ﾐｭｰｼﾞｯｸ･ｸﾗﾌﾄ､ｶｳﾝﾀｰﾎﾟｲﾝﾄ等々です｡
N.Y.で創設､後年ｶﾘﾌｫﾙﾆｱに移ってる｡
この盤のﾊﾞｯｸはﾊﾘｰ･ｴﾃﾞｨｿﾝ､ｴﾃﾞｨ･ｺｽﾀ､ｼﾞｮｰ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ等ﾀﾚﾝﾄが参加､中でもｻﾑ･ﾀｰﾗｰが好ましい｡
不思議なのはｷﾞﾀｰが入ってるのにｼﾞｬｹｯﾄにはｸﾚｼﾞｯﾄない､ｹﾆｰ･ﾊﾞﾚﾙとの交流の挿話が結構
語られてるのに､です｡ ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽはﾚｲﾓﾝﾄﾞ･ｽｺｯﾄ､ﾚｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞはﾋﾞｰﾛｯｸ･ｲﾝｽﾙﾒﾝﾄ､音はこのｽﾀｼﾞｵの
せい､ｴﾝｼﾞﾆｱ､ｱｰﾛﾝ･ﾈｲｻﾝｿﾝ､ﾃﾞｻﾞｲﾝ､ｱﾚｯｸｽ･ｽﾃｲﾝﾜｲｽとある｡

９、ＳＯＮＮＹ　ＭＥＥＴＳ　ＨＡＷＫ　＜Ａ＞

RCA STEREO SONNY ROLLINS(ts) COLEMAN HAWKINS(ts) PAUL BLEY(p)
BOB CRANSHAW(b) ROY McCURDY(ds)
    replaced HENRY GRIMES(b)
1963
ｿﾆｰ･ﾛﾘﾝｽﾞと言えば､ｴﾏｰｼｰ､ﾌﾟﾚｽﾃｰｼﾞ､ﾘｳﾞｧｰｻｲﾄﾞ､ﾌﾞﾙｰﾉｰﾄ､ｺﾝﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰの諸作が人気盤ですが
その後1962年～64年､7枚のRCA録音があります､ｼﾞｬｽﾞを同時代に聴いて来た､我々よりもう一世代上
の方々には懐かしい盤達なのでしょうが､我々の様に後追いで遡って聴いてる世代にはﾊﾟｽしてそれ
以前に行ってしまう盤達です｡
ｼﾞｬｹｯﾄもﾒｼﾞｬｰのせいか､50年代のﾃﾞｻﾞｲﾝとは一線を画すﾃﾞｻﾞｲﾝ､どうしても後回しになる､その中でも
何なのｼﾞｬｹｯﾄでﾀｰﾝﾃｰﾌﾞﾙには乗りづらい､かく言う私もﾎｰｷﾝｽで聴き直してみた盤です｡
処がどうして､凄い音でした､私が保有してたのはｽﾃﾚｵ盤､ﾓﾉﾗﾙに買い替えようと思ってから早10年
ﾓﾉﾗﾙは小1万しちゃってるんで､ｳｪｯと思ってしまい､未だ買い替え出来ず｡
ﾒｼﾞｬｰのRCAなんで､ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ､ｴﾝｼﾞﾆｱ､ﾃﾞｻﾞｲﾝ等表記なし､このﾃﾞｻﾞｲﾝのｼﾘｰｽﾞは確か他に2枚ある｡

１０､ＴＲＹ　ＴＨＩＳ　ＯＮ　ＦＯＲ　ＳＩＺＥ　／　ＢＯＢ　ＬＥＡＰＥＲ　ＢＩＧ　ＢＡＮＤ　＜Ａ＞

PYE NSPL 18339 STEREO THE SONGS OF JACKIE TRENT AND TONY HATCH
MO MILLER(frh) BARRY CASTLE(frh) JIM BUCK JNR.(frh) EDDIE BLAIR(flh)
BOBBY HAUGHEY(flh) KENNY SALMON(p) BOB EFFORD(ts) RONNIE SCOTT(ts)
TONY COE(ts) BOB BURNS(as) ALFIE REECE(tuba) SPIKE HEATLEY(b)
IKE ISAACS(g) RONNIE ROSS(brs) JACKIE ARMSTRONG(bass-tb) CLIFF HARDIE(tb)
WALLY SMITH(tb) JOHNNY MARSHALL(tb) KENNY CLARE(ds) KENNY WHEELER(tp)
TONY FISHER(tp) LEON CALVERT(tp) GREG BOWEN(tp) JOHN HUCKRIDGE(tp)
1970
ｺﾚは知ってる人､そういないでしょう(自慢!)､このｼﾞｬｹｯﾄ､ﾀﾞﾒじゃないけどちゃんと､ｼﾞｬｽﾞしてくれるのか
多いに不安になる｡ ﾄﾆｰ･ﾘｰﾊﾟｰさんなんて名も聞いた事なし､大丈夫かなあ､ﾒﾝﾊﾞｰを見ると知らん人も
た～くさん､でも好きなｸﾗｰｸ･ﾎﾞﾗｰﾝのﾒﾝﾊﾞｰがﾁﾗﾎﾗ､恐々ｹﾞｯﾄ､思い切りました｡
この盤､ｼﾞｬｹｯﾄ違いもある､片や40年代風のﾋﾞｯｸﾊﾞﾝﾄﾞ全体を写した窓枠ﾃﾞｻﾞｲﾝの一見､再発っぽい
ｼﾞｬｹｯﾄ､内容は一緒､どっちがｵﾘｼﾞﾅﾙかは判らんです､お値段は圧倒的にｺﾁﾗ､7､8千と言った処か?
片や2千位､ま､ｺﾁﾗの方が逆に70年代の時代性を感じる｡
さて､来月10月26日(土)は"2018 N.Y.で聴いたﾐｭｰｼﾞｯｼｬﾝ達"で聴いたﾗｲｳﾞﾊｳｽの紹介とそこで
聴いたﾐｭｰｼﾞｯｼｬﾝのCDを聴く(当然ﾚｺｰﾄﾞはないので)､特集です｡
ﾀﾞﾌﾞﾙﾃｰﾏで結構難解なﾚｼﾞｭﾒになってしまいました､今年の分なんか､未だ手付かず､です｡
だって､CDがこれまたﾗｲｳﾞ盤だったりして､聴いた処とCDのﾗｲｳﾞ録音の場所の両方の紹介だったり｡
ついでに2020年"N.Y.ﾗｲｳﾞ三昧ﾂｱｰ"の告知､2012年6月末､申し込み締切は2月末です｡
ﾂｱｰと言ってもこっちとらﾋﾞｼﾞﾈｽでやっとる訳では無いので､一緒に行きましょうって会です｡

 *このﾚｼﾞｭﾒはご自由にお持ち帰りください､持って帰ってｲｲのかな､と感じてる方へ｡ ﾍｯいらねえよの方は置いていって構いません｡
**この会のみ1ｵｰﾀﾞｰでもOKの了解をﾏｽﾀｰから貰いました､でも出来れば2ｵｰﾀﾞｰを!
***<A>はA面､<B>はB面｡ TEXT&PHOTO/小倉正人


